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教育情報化推進研究会は，2010年の

発足から今年で10年目となりました。 

今までに，このEEPニューズレターは，

創 刊 準 備 号（2011/2/22），創 刊 号

（2011/3/15），第2号（2011/11/11），第3

号（2012/12/15），第4号（2013/11/18），

第5号（2014/2/1），第6号（2015/2/1），第

7号（2016/1/25），第8号（2017/1/25），第

9号（2018/1/17）と続き，今回は第10号と

なります。 

本研究会の主たる目的は，教育の情報

化に対して，今まで以上に，その関心を

高め成果を上げるために，有効な情報や

教育・研究に関わる者の知恵を共有する

ことを重視しています。 

また，同時に上記研究会の姉妹関係に 

ある情報学教育研究会も別途活動を続け

ています。こちらでは，ISEFニューズレ

ターがあり，既に第5号が発行されました。 

したがって，この度のニューズレターは，

EEP と ISEFを合わせると，通算15号となり

ます。 

本研究会と情報学教育研究会との連携による
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改訂学習指導要領のもとでの英語教育と教育の情報化  
 

滋賀大学教育学部・教育学研究科 教授 大嶋秀樹  
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？？？？？？ 
 

滋賀大学教育学部・教育学研究科 教授 大嶋秀樹 

  

ICT超活用とAGAA 
超多様社会・超高齢社会の新しいカタチ

 

滋賀大学大学院 教授 松原伸一  

１．はじめに 

教育情報化推進研究会は，2010年7月29日に発足し，今年

（2019年）で9年が経過し10年目を迎える。一方，情報学教育研

究会は，2009年11月11日に発足しているので，既に10年が経

過し11年目を迎える。この間，情報学教育のカリキュラム開発や

ICT活用等について展開し，支援環境の構築にも力を注いでき

た(1)。 

筆者は，このような状況を踏まえ，2018年・2019年という年が情

報学教育や教育情報化にとって節目の年になると考えている。 

そこで，教育情報化推進研究会は，既に情報学教育研究会と

連携し，幾つかの新しい企画を提案・実施している。その主なも

のは，ICT超活用(2)とAGAA(3)である。 

これらの詳細については文献を参照されたい。本稿では，その

背景について紹介したい。 
 

２．超多様社会・超高齢社会の新しいカタチ 

“超”という表現は，流行語かもしれない。例えば，「超会議」は，

株式会社ドワンゴが主催する「ニコニコ超会議」が有名である。そ

のコンセプトは，「ニコニコ動画のすべてを地上に再現する」とい

う(4)。また，「超高齢社会」という表現は，高齢社会を超えている

社会であり，総人口に占める高齢者の割合が高齢社会よりも高く

なった状態である。ところで，高齢者とは，世界保健機構

（WHO）では65歳以上を，我が国の医療制度でみれば，65歳以

上75歳未満を前期高齢者，75歳以上を後期高齢者とされる。 

総人口に対して65歳以上の高齢者人口が占める割合を高齢

化率という。世界保健機構によれば，高齢化率が7％を超えた社

会を高齢化社会，14％を超えた社会を高齢社会，21％を超えた

社会を超高齢社会とされる。この定義に従えば，我が国は，

1970年に高齢化社会に，1994年に高齢社会に，2007年には超

高齢社会に既になっている。このような社会におけるICTに関し

ては，平成25年版 情報通信白書(5)，ICT超高齢社会構想会議

などの対応が注目される(6)。 

筆者はこのような状況を前提として，①超の概念として，超社会

（Ultra-Society），超 媒 体（Ultra-Media），超 知 能（Ultra-

Intelligence），超環境（Ultra-Environment）を取り上げ，②超

の課題として，時間的課題，空間的課題，社会的課題，教育的

課題の側面で，ICT超活用の在り方について論じている(2)。 
 

３．ICT超活用 

ICT超活用は，次のように説明される。すなわち， 

ア．人間性へ回帰することをテーマに，感性に響く（Info-

Arts），理 性 に 届 く（Info-Ethics），知 性 に 繋 ぐ（Info-

Science）ためのソリューションとして， 

イ．活用の現状を超えることを目的に，対象の視野を超える，

学習の機会を超える，活用の範囲を超えることをプロポー

ザルとして，新しいICTの活用を志向する。 

 

４．AGAA 

 AGAA（All Generations Arts Activities）は，全世代が共同・

協働してアーツ（Fine Arts, Liberal Arts, Industrial Artsなど）

の広義の芸術活動（芸術，学芸）にかかわりICT超活用をベース

に進められる各種の情報環境を意味する。 

主な分野として，A（1次元分野）として音楽・楽曲・DTMなど

を，B（2次元分野）としてイラスト・アニメなどを，C（3次元分野）と

して身体表現，ダンスなどを，D（4次元分野）として，メディアアー

ト，インターメディアなどを対象にしている。なお，その際，人間性

への回帰をサブテーマとし，①感性に響く（Info-Arts），理性に

届く（Info-Ethics），知性に繋ぐ（Info-Science）を展開するととも

に，ソリューションの諸相として，①現実的諸相（Phase1），②将

来的諸相（Phase2），③変革的諸相（Phase3）として展望するも

のである(3)。 

 

５．おわりに 

ICT超活用とAGAAの背景について述べた。2019年は，情報

学教育・教育情報化における飛躍の年として記念すべき年にし

たいと考えている。Twitterの公式アカウントも3つ開設しているの

で，関心のお持ちの方はICT超活用のポータルサイトの閲覧を

お願いしたい。関係の皆様のご理解とご協力を頂戴できれば幸

いである。（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/ultraict/） 

 

付記 

 この研究は，JSPS科研費（研究代表：松原伸一，課題番号：

16K04760），及び，学部プロジェクト経費などの支援を受けて

行ったものである。 
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教育の情報化再考 

大阪学院大学高等学校 教諭 横山成彦 

１．はじめに 
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≤™ⅎ╢⁹⇔√⅜∫≡ ─ICT ─ ↕╠⌐ ─

ICT ─ ⌂≥⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

３．教育の情報化の再検討 

2010 │ ╡ ╢≤ ─≤⅔╡ ⌐⅔™≡ꜚ

ⱦ◐♃☻⌂ ↓∕ ∫≡™⌂™╙── ─ ⅜

⅝ↄ ⇔√ ╙ ╣≡│⌂╠⌂™⁹2010 ⌐

│ 2010 ⌐ ↕╣√ ≢ ╡ ╕╣√₈

⌐⅔↑╢ICT ₉⅔╟┘₈ ₉─ ⅛≈ ⌂

⌐ ↑≡₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉╩ ⇔√⁹╕√

2011 ⌐│ │₈ ─ ⱦ☺ꜛfi₉╩ ⇔

21 ⌐┤↕╦⇔™ ┘─ ≤∕╣⌐ ≠ↄ ┘─ ╩ ⇔

√⁹↓╣╠─ ⅛╠ ─ ⌐ ↑√ ⌐≈™≡

≢⅝╢⅜ Ɫכ♪ ⌐⅔↑╢ ⅜ ╣√↓≤⌐╟╡ ∕─

⅜ ⌐≤≥╕╡ ⌂ ⌐│ ∫≡™⌂™≤ ⅎ╢⁹ 

３つの側面 内容 

 ≥╙√∟─ ─  

⌐⅔↑

╢ICT  

─ ╩ ∆╢√╘─ ⌂ICT

─  

─  ─ ─ ≤ ≥╙≤ ⅝ ℮

─  

Ɫכ♪ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│ ⅛╠ ⅜

⌐ ↕╣≡™╢⁹⇔⅛⇔ ⌐│ ↕╣√ ∆═≡╩

─ ─ ⌐ ╙☻כ◔╢™≡╣↕ ↕╣

⌐ ─ ⅜ ∆╢ ⌐ ∫≡™╢⁹↓─╟℮⌂

⌐⅔™≡│ ╙ ₁─ ⇔™ ─ ─ ⌐ ∆

╢ ─ │ ↄ⌂∫≡⇔╕℮⁹∕─√╘ ⌐

⅔™≡│ ─ ─ ≤ ∕─ ╩ ⇔

⌐№√∫≡│ ⌐ ⇔≡╙╠℮√╘─ ╡ ╖╩ ∂⌂

↑╣┌ ↓─ │ ⌐ ≢⅝⌂™≤ ⅎ╢⁹ 

⅜ ─ ⌐ ╩ ∂╛∆ↄ∆╢√╘─

≤⇔≡ ⌐↕╠⌐ ╖ ╪∞ ≢ ⌐

⅔↑╢ICT ⌐≈™≡ ∆╢ ⅜ ⅎ╠╣╢⁹2010 ⌐

↕╣√ ⌐⅔™≡│ ⌐⅔™≡

⌐⅔↑╢ICT ⌐≈™≡─ ⅜№╢⁹⇔⅛⇔∕╣

│ ─ ╛ ⌐ ⇔≡ ⌐ ╡ ╣╟≤└≤≈─

╩ ⇔√⌐ ⅞⌂™⁹∕↓≢Ⱨfiⱳ▬fi♩⌐ ╩

⇔√ ≢ ⌐⅔↑╢ICT ╩ ╡ ╣╢╟℮ ∆

╢─╙└≤≈─ ∞≤ ⅎ╢⁹ ∕℮⌂╣┌

⌐╟╢ ─ICT ─ │ ∆╢↓≤≤⌂╡ ∕╣≤≤╙

⌐ ─ICT ─ ╩ ≤⇔√ ─ ╩ ╢

⅜ ∂╢⁹ 

↓℮⇔√└≤≈─ ╩ ∂╢↓≤≢ ↓╣╕≢℮╕ↄ⅛╖

╦⌂⅛∫√ ⅜ ⅝ ∆≤ ⅎ╢⁹ ≢∆═≡─

⌐ ⇔≡ ╩ ⇔≡⇔╕℮≤ ⌐╟╢

─ ⅜⇔⌐ↄↄ⌂╡ ╦⅜ ─ ∕─╙─⅜ ⇔⌂ↄ

⌂╢↓≤╩ ∆╢⅜ ⌐⅔™≡ ─

⌐╟╢ ─ ─Ᵽꜝ♠◐⌐╟╡ ─ ╩ ∆

╢ ⅜ ⌐⌂╢─│ ↑√™≤↓╤≢№╢⁹∕⇔≡ Ⱨfi

ⱳ▬fi♩⌐ ╩ ⇔√ ≢ ⌐⅔↑╢ICT ╩

⇔≡╖╢↓≤⌐╟∫≡ ⌐╟╢ ─ ⌐ ∆╢ ⅎ

⌐ ∆╢ ╙ ╦∫≡ↄ╢─≢│⌂™⅛≤ ⅎ╢⁹ 

４．おわりに 

⌐⅔™≡│ ─ ─ ⌐╟╡ ─ ⌐╟

╢ ⅜ ⌂ ≢ ≢⅝⌂⅛∫√↓≤╩ ↑ ∕╣╩

∆╢√╘─ ╩ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔≡ ⇔

√⁹ 

≢ ⇔√ ⌐╟╢ ⌐Ⱨfiⱳ▬fi♩≢

╩ ∆ ⌐≈™≡│ ╙ ⅎ╠╣╢⅜ Ⱨfiⱳ▬

fi♩≢ ⅎ╢↓≤⌐╟╡ ∕─ ⅜ ↕╣╢↓≤≤ ⅎ╢⁹

╕√ Ⱨfiⱳ▬fi♩⌐ ∆↓≤≢ ┼─ ╙ ⌐⌂╢≤

ⅎ╠╣ ⌐ ─ ╩╙∫≤ →≡™ↄ↓≤⅜

⌐⌂╢⁹ 

≤ │∕╣∙╣╩ ⌐⇔≡ ⅎ╠╣╢↓

≤⅜ ™⁹ ⌐⅔↑╢ICT ─ ⌐⅔™≡│ ⌐

─ ─╖⌂╠∏ ⌐⅔™≡│♦▫☺♃ꜟ ⌂≥─

♁ⱨ♩ ⅜ ⇔≡⅝≡™╢↓≤╩ ╖╢≤ ⌐ ⇔√

─ ─ ⅜ ╕╢╟℮⌐ ⅎ╢⁹ 

参考文献 

2010 ◒ꜝ►♪ ⌐⅔↑╢ ─

☺כ♥☻™⇔ ─

2010 pp.5-24  

2018 ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐ ∆╢

29   
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１．はじめに 

 2019 ╩ ⅎ 2020 ⅛╠ ↕╣╢ ⱪ꜡◓ꜝ

Ⱶfi◓ ⅜ ⌐ ∫≡™╕∆⁹ ╛

≢ ₁⌂ ╛ ⅜↕╣≡™╢ 11 ⌐

⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ─
(1)⅜ ↕╣╕⇔√⁹∆≢⌐↓─ ╩ ⌐ ╡

╩ ↕╣√ ₁╙ ™≤ ™╕∆⅜ ─ ╩

╘≡╕≤╘√™≤ ™╕∆。 

２．小学校プログラミング教育の手引 

│2018 3 ⌐₈ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓

─ ₉  (2)╩ ⇔╕⇔√⁹↓─ │ ⱪ꜡

◓ꜝⱵfi◓ ⌐ ⇔≡─ ⌂≥╩ ∆╢╙─≢ ⱪ

꜡◓ꜝⱵfi◓ ─ ⅛╠ ⅎ ⌂

─ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹╕√ ↓─ ⌐ ↕╣

≡™╢ │₈ ╩ ≤⇔√ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓

ⱳ₉ꜟ♃כ╩ ∂≡╙ ↕╣≡™╕∆⁹ ≢│

│6≈─ ⌐ ↑≡ ↕╣≡⅔╡ ∕╣∙╣  

A ⌐ ↕╣≡™╢ ≢ ∆╢╙─ 

B ⌐ ↕╣≡│™⌂™⅜

⌐ ↕╣╢ ─ ╩ ∆╢ ≢ ∆╢╙

─ 

C ─ ⌐╟╡ ∆╢╙─ A B ┘D

≢ ≢ ∆╢╙─  

D ◒ꜝⱩ ⌂≥ ─ ╩ ≤⇔≡

≢ ∆╢╙─ 

E ╩ ≤∆╢⅜ ─╙─ 

F ≢─ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓  

≤⌂∫≡™╕∆⁹↓─╟℮⌂ⱳכ♃ꜟ◘▬♩╛ ⱪ꜡

◓ꜝⱵfi◓ ─ ─ ⅝╙№∫≡ ⌐ⱪ꜡◓ꜝⱵ

fi◓ ╩ ∆╢ ╛ ∆╢ ⅜ ⅎ≡™╕∆⁹ 

 ∕⇔≡ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ─ ─↕╠⌂╢ ╩

⇔≡2018 11 ⌐ ⅜ ↕╣╕⇔√⁹ ⌐

⅔™≡│ ─C─ ⌐⅔™≡₈ ≢ ≤

│ ⌐ ↕╣╢╙─₉┼≤ ↕╣≡™╕∆⁹∕╣⌐

∫≡C─ ─⌡╠™⅜₈ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ─

₉ ₈ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅝╛╟↕┼─ ⅝ ₉≤ ⌐

↕╣╕⇔√⁹ │ ⌐╙№╡╕∆⅜ ⅝ↄ

╦∫≡™╢ ╩ ╡ →╕⇔√⁹╕√ ⌐ ↕

╣√ ─ ≈⌐ ⱦ☺ꜙ▪ꜟ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ╩

™≡ ╩כ♃◒ꜝꜗ◐ ⇔ №╢ ╩ √∆≤◐ꜗꜝ

─כ♃◒ ╩ ∆╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅜ →╠╣≡™╕∆⁹

↓↓≢│ ⱦ☺ꜙ▪ꜟ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ⅜ ⌐ ⅜∫

≡™╕∆⅜ ╒⅛─ ╩ ∆╢↓≤╙ ↕╣╕∆⁹

小学校プログラミング教育の手引きとポータルサイト 
 

滋賀大学大学院教育学研究科 院生 片山史啓 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ │ ⌐╙⌂╡╕∆⁹∕─™ↄ≈╙

№╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─℮∟ ⌂ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ╩

┘ ∕─ ─ ╛ ⌂◘fiⱪꜟⱪ꜡◓ꜝⱶ⌂≥╩╕

≤╘√Web◘▬♩╩ ─ ≢∆⁹ ⌐

╦╣≡™√ ╛ ╟ↄ ╦╣≡™╢

⇔√ ⇔™ ⌂≥╩ ╡ →≡™╕∆⁹ ─№╢ │

↔ ⌐⌂∫≡ↄ∞↕™⁹ 

ה ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ IseTerm Z◦ꜞכ☼ 

http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/proglang/  

３．プログラミング教育ポータル 

₈ ╩ ≤⇔√ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ⱳ₉ꜟ♃כ≤

│ ⅜ ⇔≡ ⇔≡

™╢ⱳכ♃ꜟ◘▬♩≢№╡ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ─

⅜ ⅛ↄ ↕╣≡™╕∆⁹∕╣∙╣─ ⌐⅔™≡

⇔√ ╛ ⌂≥

⅛ↄ ↕╣≡⅔╡ ∆←⌐ ≢⅝╢╟℮⌐ ↕╣≡

™╕∆⁹╕√ ∞↑≢⌂ↄ ╛ ⌂≥╙ ⇔

≡⅔╡ ⌐ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓─ ⇔↕╩ ⇔≡ ⅎ≡

™╕∆⁹ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓─▬ⱬfi♩ ─ ╙№╡╕∆─

≢ ∞↑≢⌂ↄ ─№╢ ⌐≤∫≡╙ ⌂

⅜№╡╕∆⁹ │╕∞ ╙ ⌂ↄ ─⌂™

╙№╡╕∆⅜ ↓╣⅛╠ ↄ─ ⅜ ↕╣

─ ⅜ ╩╙∫≡ ⅜≢⅝╢↓≤╩ ⇔≡

™╕∆⁹ 

４．おわりに 

 ↓╣⅛╠ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ─ ╕≢─ 1 │

⌂ ╩ ∫≡⅔╡ ⌐ ≢│ ─ ≤

⌂∫≡™╕∆⁹₈ ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ⌐ ↑

≡₉Ɽfiⱨ꜠♇♩(3)⌐╟╣┌ 2019 ─ │ ┼ꜞ

─☻כ♁ ⅜ ╕╡╕∆⁹ ⌐│ ─ ─ ⅜

ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ╩ ↕╣ ╩ ⇔ ⱪ

꜡◓ꜝⱵfi◓ ╩ ∆╢∆═≡─ ⅜ ⌐

ה ∆╢↓≤⌐⌂∫≡™╕∆⁹ ⌐│ ≢ⱪ꜡◓ꜝ

Ⱶfi◓ ─ ╩ ∆╢≤⌂∫≡™╕∆⁹∕─ ≢

√⌂ ⅜ ≡ↄ╢↓≤╙№╣┌ ⇔™ ╙№╢≤

ⅎ╠╣╕∆⁹ ╙№╡╕∆⅜ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ⅜ ™

┼ ╗╟℮⌐ ─ ╩ ⅎ≡ ⌐≢⅝╢↓≤

╩ ≈↑≡™⅝√™≤ ⅎ≡™╕∆⁹ 

参考文献 

(1)文部科学省，小学校プログラミング教育の手引（第二版）

2018年11月. 

(2)文部科学省，小学校プログラミング教育の手引，2018年3月. 

(3)未来の学びコンソーシアム，「小学校プログラミング教育必修

化に向けて」パンフレット. 

 



 

Page 6 

EEP Newsletter,  No.10 教育の情報化推進に向けて 

用語解説・概念整理ポータルサイト 

編集部 

 教育の情報化推進に向けて EEPニューズレター No.10 

 EEP ISEF 15  2019 1 22  

    教育情報化推進研究会（SIG_EEP） http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/sig_eep/ 

    滋賀大学大学院教育学研究科 松原研究室 

     〒520-0862 滋賀県大津市平津2-5-1 
     http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/ 

※この研究は，JSPS科研費（代表：松原伸一，課題番号：16K04760），及び，学部プロジェクト経費などの支援を受けて行ったものである。 

 ≢│ ≤─

─ ≈≤⇔≡₈ ה ꞉כ◐fi◓₉

╩ ⌐ ⇔ ה ─ⱳכ♃ꜟ◘

▬♩╩ ⇔ ╩ ⌐ ╘≡™╕∆⁹ 

 

(1) ה  ─ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ 図１  

（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/iseterm/） 

 ─◘▬♩≤ ◘▬♩─URL╩╕≤╘

≡ ⇔ Twitter ▪◌►fi♩─ ─⅔ ╠∑

⌂≥╙ ⇔≡™╕∆⁹ 

(2) ☼כꜞ◦  ◘▬♩ 図２  

（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/iseterm_x/） 

(3) ☼כꜞ◦  ◘▬♩ 図３  

（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/iseterm_ｙ/） 

☼כꜞ◦ (4) ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ◘▬♩ 

（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/proglang/） 

 ─ ≢ ╩ ∆╢⁹ 

図１．用語解説・概念整理ポータルサイト 

図２．用語解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．概念整理 

http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/sig_eep/
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http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/imse/
http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/imse/
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